
 

横浜信用金庫の環境への取組みについて 

【《よこしん》の環境方針】 

環境の維持および改善に努めることは企業市民としての社会的責任であり、環境へ

の負荷の軽減に努力することは資源を消費する企業としての当然の責務と考えてい

ます。 

当金庫の主たる営業基盤である神奈川県東部は、製造業、商業、サービス業などの

産業がバランスよく立地する産業構造となっています。一方、郊外の丘陵地には里山

と呼ばれる緑豊かな自然が広がり、そこを水源とする河川が東京湾や相模湾に注いで

います。当金庫は、このような都市と自然が調和した地域環境の保全を図り、地球温

暖化防止への取組みを推進することで、地域社会の持続的発展に貢献してまいります。 

 

【横浜信用金庫脱炭素化宣言】 

当金庫は、地球温暖化対策として脱炭素化への取組みを推進し、持続可能な社会の

実現に貢献します。 

１．二酸化炭素排出量の削減 

・2030年度までに二酸化炭素排出量を 2013年度比 50％以上削減する 

・2050年度までに二酸化炭素排出量をゼロとする。（2013年度比 100％削減） 

＊「エネルギーの使用の合理化等に関する法律」に基づく定例報告の排出量による 

２．再生可能エネルギー100電力（省エネ電力）の利用（上記１．の達成方法） 

・2030年までに使用電力の 50％以上を再エネ電力とする 

・2050年度までに使用電力の 100％を再エネ電力とする 

３．地域における取組みの推進 

商品・サービスの提供を通じて、地域社会・お客さまの脱炭素化への取組みを支

援します。 

 

【環境教育イベント『親子でエコ教室』】   

地球環境問題を踏まえ、小学生を対象に「エコ」

について親子で楽しく学んでもらう“環境教育

イベント”を、横浜美術館と連携して開催して

います。 

環境パフォーマー『らんま先生』による“エコ

実験パフォーマンスショー”で「エコ」について

楽しく学んだ後、横浜美術館子どものアトリエの

先生と一緒に、エコに関する創作をする２部構成

のプログラムとなっています。 

 

 



 

【「再生可能エネルギー100％電力」の使用】 

地球温暖化に対する二酸化炭素排出量削減の取り組みの一環として、令和元年８月

から関内本店、令和３年 12月から北新横浜事務センター、令和６年６月から横浜市

内の 40店舗およびアネックスビル（本部・関連会社が入居）において「再生可能エ

ネルギー100％電力」（※）を使用しています。 

《よこしん》では、さまざまな省電力・省資源への取組みを通じて、持続可能な社

会の実現に貢献していきます。 

※ 当金庫では、横浜市内のごみ焼却の際に発生した熱を利用した再生可能エネル

ギーである「はまっこ電気」を使用しております。 

 

【横浜市水道局への寄付】 

平成 25年 10月に「水源エコプロジェクト協定(W-eco･p)」を締結し、横浜市の

水源地である山梨県道志村の森林の整備費用を毎年寄付しています。 

 

【営業車両に電気軽自動車および EV スクーターの試行導入】 

地球温暖化に対する二酸化炭素排出量削減の取り組みの一環として、令和６年９月

に電気軽自動車を本店営業部に１台を導入しました。 

また、令和７年７月には、ルーフ付き電動三輪バイク（EV スクーター）を５つあ

る営業エリアに各１台ずつ試行的に導入しました。 

 

【不要になった本などの回収ボックスの設置】 

令和４年４月にブックオフコーポレーション株式会社、

社会福祉法人横浜市社会福祉協議会と「SDGs の普及促進」

と「地域福祉の推進」に関する連携協定を締結し、店頭に

不要になった本などの回収ボックスを設置しました。地域

のお客さまや職員から回収した本などをブックオフコー

ポレーション株式会社が買い取り、同社を通じて、横浜市

社会福祉協議会へ寄付する活動を行っています。 

 

 

 

 

【通年ビジネスカジュアルの実施】 

地球温暖化・省エネルギーへの継続的な取り組みと役職員の働きやすい職場環境の

整備の一環として、通年でビジネスカジュアルでの就業を実施し、冷房時設定温度を

原則 28℃、暖房時設定温度は 20℃を目安とし、節電を心がけています。 


